２１世紀キリスト教社会福祉実践会議
趣　意　書
社会福祉が広がりを見せてきている今日においても、いくつかの施設や団体で、サービスの利用者の人権が侵害されているという現実があり、福祉倫理、価値が再び問い直されている。また、社会福祉に携わる人々は、解決困難な間題に日夜取り組んでおり、自らの知識、技術、そしてよって立つべき基本的な価値を問い続けられている。
このような状況の中で、社会福祉に携わるキリスト者は、社会福祉の現状を真摯に受けとめ、教派を超えて困難と労苦を分かち合うとともに、力を合わせてキリスト教信仰に基づく活動を強化していく役割が期待されているのである。確かに、今日にいたるまで、キリスト教主義社会福祉施設および団体が果たしてきた先駆的役割は、決して小さくなかった。
そして、今日においても、キリスト教社会福祉が社会に果たすべきその役割は、大きいと言えよう。
１）名　称
本会は「２１世紀キリスト教社会福祉実践会議」と称する。
２）目　的
２１世紀キリスト教社会福祉実践会議は以下のことを目的とする。
(1)　超教派の立場から、さまざまなキリスト教主義社会福祉団体の連携をはかり、協働して、きたるべき将来のキリスト教社会福祉の展望を切り開いていくこと。
(2)  各キリスト教主義社会福祉施設および団体に働くキリスト者の育成と支援をはかること、そしてそれらキリスト者が、「キリスト教社会福祉」の意義を深め、アイデンティティをもつことができるように、相互啓発をめざすこと。
(3)  社会の矛盾に対して、積極的に発言し、具体的に提言をすること。
(4)  アジアを中心に協力、連帯、共生等国際的な視点で取組を目指すこと。
３）代表者会
年１回代表者会を開催し、情報交換・交流を図る。必要に応じて大会（２～３年１回）、研修、研究、調査などを企画する。
４）会  員
２１世紀キリスト教社会福祉実践会議は、あくまでキリストを基軸において柔軟なメンバーシップによって運営されるものである。従って、自主的に参加するキリスト教主義社会福祉関係団体が、本実践会議の構成メンバーである。
５）入  会
本会入会を希望する団体は、目的に賛同の上 実践会議代表に申し出る。
６）経  費
実費とする。（代表者会  会場費、食事代、その他）
７）運  営
参加するキリスト教社会福祉関係団体の合議をもって、以下のことを決定する。
(1)　実践会議代表の選任　会長１名（任期３年）
(2)　事務局の設置（実践会議の連絡・運営及び事務処理等）
＊但し、大会等特別企画の場合は、実行委員会を設置してすべてを処理する。
(3)　大　会
　原則として２年に一回開催。実行委員会を設置して推進、運営を図る。準備経費は、大会費用の中に含める。

付　則　本趣意書は１９９８年度より実施する
（１９９８年７月１１日　承認）
２）目的（４）追加、７）（１）任期追加等修正
（１９９９年５月１５日　承認）
＊実践会議会長
1998〜2001 
阿部志郎　横須賀基督教社会館館長、日本社会福祉学会会長
2002～2013
森　一弘　カトリック教会 司教
2014～現在
幸田和生　カトリック教会 司教、カリタスジャパン担当司教
＊大会実行委員会
　日本キリスト教社会福祉学会　市川一弘氏が、事務局と協力して、各団体の実行委員（ネットワーク）を中心に、新たに次大会実行委員会を設け、企画、準備の上　大会を開催し、運営を図る。

＊事務局
2005年以前
名古屋キリスト教社会館（担当：谷川　修）

2005〜2007
聖隷学園キリスト教センター（担当：山本　誠）

2007〜2010
ルーテル学院大学（代表：市川一宏　担当：照井 秀子）

2010〜2013
（宗）カトリック中央協議会　カリタスジャパン（担当：喜代永 文子）
2014～

ルーテル学院大学（代表：市川一宏）
【21世紀キリスト教社会福祉実践会議 所属団体】
　　■社会福祉法人　永信会
　　■社会福祉法人　救世軍社会事業団
　　■日本カトリック司教協議会　カリタスジャパン
　　■日本キリスト教児童福祉連盟
　　■日本キリスト教社会事業同盟
　　■日本キリスト教社会福祉学会
　　■日本キリスト教保育所同盟
　　■日本聖公会社会福祉連盟
　　■日本バプテスト社会福祉事業団連絡協議会
　　■ルーテル社会福祉協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2012年1月31日現在　全10団体、50音順）
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